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総説

アスリート育成パスウェイにおける国際モデルのシステマティックレビュー
The systematic review of the international models of athlete development pathway
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Abstract:The development of an athlete from their commencement in sport at the local level to 
achieving the serial medallist status at the international level can be a long and winding pathway. 
From a theoretical point of view, various international models and frameworks of sport and athlete 
development are available, but sporting stakeholders especially National Sport Federations are ‘won-
dering’ which models or frameworks to adopt at the practical level. After the literature review, there 
are various models of athlete development pathway, but the international framework, FTEM (Foun-
dation, Talent, Elite, and Mastery), is a useful inclusive framework for understanding the stages of 
athlete development from grassroots to the podium with practical application by National Sport Fed-
erations. The national framework is required to the whole of sport for bridging the gap between the-
ory and practice by taking into account the cultural and social context in Japan. 
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Ⅰ．背景

トップアスリートとして国際競技大会でメダル

を獲得するまでの育成過程は、地域の子どもが土

台となる遊び・動作・スポーツに触れてから、山

あり谷ありを繰り返す長い道のりである。こうし

た中、アスリート育成における理論は、育成過程

の根拠を持つ道標となり得る可能性がある。しか

し、アスリート育成の理論に基づく国際モデルと

枠組みは多様であり 41,69）、アスリート育成の実践

者（特に中央競技団体）は、アスリート育成に対

してどのモデルや枠組みを適用すべきかを的確に

定めることが難しくなっている。

さて、オリンピック・パラリンピック競技大会

等の国際競技大会で複数サイクルに渡ってメダル

を獲得できる、世界で勝ち続けられるチャンピオ

ンとはどういう人物か。この重要な問いに答える

ためには、国際競技力の持続的な強化に係るハイ

パフォーマンススポーツで求められるタレントを

まずは定義をする必要がある。Kozel（1996）64）は、

一般的にタレントを「遺伝的に決定され、構造が

複雑で、環境条件の厳しい、非常に複雑な属性」

として定義している。スポーツタレントに関する

不確実性のいくつかは、用語の国際的な合意の欠

如による。例えば、スポーツタレントに関連する

用語には、「アスレチックの才能（athletic talent）
60）」、「天賦の才能（giftedness）とタレント（Talent）
33,34）」、「スポーツの熟練者（expertise in sport）2）」

が含まれる。これらの定義に基づいて、本研究で

は、スポーツタレントとは、「国際競技大会での

メダル獲得の潜在力（ポテンシャル）を有し、中

央競技団体又は専門家により専門的能力や専門知

識、パフォーマンスを見出された者」として定義

する。

Vaeyens ら（2008）100）は、スポーツ参加者の中

から特定のスポーツで将来メダルを獲得する能力

（潜在力、ポテンシャル）を見出す過程である「タ

レントの発掘（Talent Identi cation, TI）」と、そ

の可能性を最大限に引き上げる過程である「タレ

ントの育成（Talent Development, TD）」に分けて

説明している。しかし、TI と TD を一連の過程

とする意図的かつ段階的な「タレント発掘・育成

（Talent Identi cation & Development，TID）」の戦

略がアスリート育成をより最適にするために求

められている 41）。そのため、TID プログラムは、

将来性の豊かなスポーツタレント又はアスリート

に対する科学的かつ根拠に基づいた発掘プログラ

ムと、見出されたアスリートに対する質の高い育

成プログラムで構成される。特に育成プログラム

は、専任によるコーチングやスポーツ科学支援等

の様々な取組を通して育成の過程を促進するよう

に設計される 99）。

日本では中央競技団体や地方自治体等による主

体的な TID プログラムが展開されている 63）。し

かし、TID プログラムは、国際競技力の強化に至

るまでの育成段階の入口の部分にすぎない。今

後、日本が持続的な国際競技力の強化を考える上

では、長期的な視点に立つことが求められると思

われる。こうした中、藤原ら（2018）32）は、日本

におけるアスリート育成・強化に関する中長期の

取組を総括し、一貫指導のみならずマネジメント

機能等の複合的な要素や日本の社会的な背景を考

慮した独自のアスリート育成・強化の枠組みを確

立することの必要性を説いている。また、Gulbin 

and Weissensteiner（2013）39）は、長期にわたるア

スリート育成の段階に合わせて影響力の強い要因

と要素が変化する「多要因多次元（3D-AD）モデ

ル」を提唱している。3D-AD モデルは、「アスリー

ト」、「環境」、「システム」、「チャンス」の 4 つの

主要な要因からアスリート育成の枠組みを包括的

に整理できることを示唆している。

以上のことから、最終的に日本において統合さ

れた包括的なアスリート育成の枠組みを開発する

ためには、まずこれまでのアスリート育成におけ

る国際モデルや枠組みを整理し、アスリート育成

に対してこれまでの TID の概念によるパラダイ

ムシフトを促す、より長期的な視点と広範な概念

を適用する必要がある。そこで本研究の目的は、

アスリート育成における国際モデルや枠組みを文

献レビューし、アスリート育成パスウェイの根拠

に基づいた包括的な枠組みの必要性を論じること
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である。

Ⅱ．研究方法

文献レビューは、アスリート育成とタレント

発掘・育成について国際的検索データベース

SPORTDiscus を用いたシステマティックレビュー

を実施した（図 1）。システマティックレビュー

の範囲は、2009 年 8 月から 2018 年 8 月までの 10

年に特定した。著者のうち 2 名が PRISMA 声明
80）に基づき、"Athlete Development"、"Talent Iden-

tification and Development"、"World Champion"、

"Olympic or Paralympic Champion" のキーワードに

よる系統的文献検索から得られた文献のうち重複

するものを除外した。次に、タイトルと抄録をス

クリーニングして関連のない文献を除外した。ス

クリーニングと適格性から研究に含めた基準とし

て以下を設定した：1．アスリート育成とタレン

ト発掘・育成に関する文献、2．査読済みの英文

の文献。最終的に採択された文献は、著者 5 名全

員によって確認した。

Ⅲ．アスリート育成パスウェイの定義

トップアスリートの育成過程は、山あり谷あり

を繰り返す長い道のりであることから、アスリー

トの育成過程を一連の道筋（パスウェイ）とし

て捉えることができる可能性がある。一般的に、

「Pathway（パスウェイ）」という用語には、経路

や進路等の意味がある 26）。パスウェイは、特に

臨床研究の分野でクリティカルパスやクリニカル

パスウェイ、ケアパスウェイとして知られている
30）。クリティカルパスとは、「患者に対してケア

の目標を設定し、最も効率的にこれらの目標を達

成するために必要な行動の順序と時機を管理する

計画のこと」である 84）。クリニカルパスウェイは、

欧州諸国における根拠に基づいた患者のケアの質

と効率を改善するための学際的なツールとみなさ

図１．PRISMAフロー図によるシステマティックレビューの手順
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れている 102）。臨床研究で用いられているパスウェ

イの概念に共通することは、患者に医療を提供す

る際にその行為だけでなく、患者が退院するまで

の一連の過程までを計画に組み込んでいる点であ

る。このことをスポーツに援用すると、アスリー

ト育成に関連するパスウェイは、単にスポーツ振

興の手立てを記述したもの 88）ではなく、その中

心となるアスリートの要素を組み込む必要があろ

う。つまり、スポーツを「する」者における一連

の育成の道筋を記述することを目的として、「ア

スリート育成パスウェイ」の概念が提唱できるも

のと考えられる。本研究ではアスリート育成パス

ウェイとは、「土台となる遊び・動作・スポーツ

からスポーツの熟達までのアスリートの育成段階

を最適化する一連の経験」と定義する。

Ⅳ．アスリート育成パスウェイの国際モデル

アスリート育成パスウェイに関連して、アス

リートの育成段階の一般化を試みた様々な国際

モデルが先行文献 41）で整理されている。Bloom

（1985） の Stages of Talent Development11）、Erics-

son ら（1993）の Deliberate Practice28）、Côtéら（1999、

2007）の Development Model of Sports Participation 

（DMSP） 20,21）、Balyi と Hamilton（2004 年）の長

期競技者育成モデル（Long Term Athlete Develop-

ment、LTAD）7）、Gagné（2003、2004） の Differ-

entiated Model of Giftedness and Talent（DMGT）
33,34）、Abbott と Collins（2004 年）の Psychological 

Characteristics of Developing Excellence1）（各モデ

ルと枠組みの詳細は Gulbin ら［2013］41）を参照）。

さらに、直近 8 年間の研究においてアスリートの

育成環境に着目した The Athletic Talent Develop-

ment Environment（ATDE）モデル 47,48,49,50）や身体

的発達に着目した The Youth Physical Development

（YPD）モデル 66）等の新しいモデルも提唱されて

いる。YPD モデルは、児童期と思春期における

体力の発達過程の研究から導き出された、身体の

全面的発達のための長期戦略モデルである。全面

的発達とは、全ての子どもに対して発育発達の

どの段階でも各体力要素は発達できるという考

え方である。さらに YPD と Côté らの DMSP 理

論と合わせた、The Composite Youth Development

（CYD）モデル 68）も出てきている。しかし、これ

まで提唱されている国際モデルは、扱っている育

成の段階が限定的で、特定の専門分野へ偏りがあ

ること等の課題があることが分かっている 41）。

Ⅴ．アスリート育成パスウェイの根拠に基づいた 

　　包括的な枠組みの必要性

アスリート育成に関連する様々な国際モデルが

ある中で、アスリート育成の実践者がどのモデル

を積極的に採用すればいいかは悩ましいところで

ある。こうした中、国際オリンピック委員会（IOC）

は、「アスリート育成における個々の進歩をアス

リート育成の実践者や関係者が受け入れ、アス

リートの視点とニーズに対して適切に個別対応し

ながら、（育成の各段階における「ベストプラク

ティス註 1）」を活用できる）柔軟性があり、実行

可能で根拠に基づいて包括的なアスリート育成の

枠組みを適用する必要性」を謳っている（p.850）9）。

ここで「枠組み」と「モデル」の違いについて

整理する。Carpiano and Daley （2006）16）は、「枠

組み」は、複数の変数の集合体や、複数の事象の

関係性を明確にするものであり、調査の系統立て

や理論を開発する際に用いられるが、決して結果

（アウトカム）を説明するものではないこと、一

方で「モデル」は、ある理論に基づき特定のパラ

メータや変数の集合体についての仮説に用いら

れ、因果関係を視覚化することができると説明し

ている。IV で挙げた多くの事例は、「モデル」に

分類されることが理解できる。

そこで、IOC が推奨しているアスリート育成

の枠組みの条件について IV のアスリート育成パ

スウェイの国際モデルに対して検討したところ、

Stages of Talent Development11） や Deliberate Prac-

tice28）、DMGT33,34）はスポーツ以外でも適用でき

るためにアスリートの視点に欠け、Psychological 

Characteristics of Developing Excellence モ デ ル 1）

や ATDE モデル 47,48,49,50）、YPD モデル 66）、CYD モ

デル 68）はスポーツ心理学やストレングス＆コン
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ディショニングの分野に偏っており、LTAD7）は

カナダをはじめ数か国で多くの競技種目に適用さ

れているが、理論を裏付ける根拠に欠けていると

指摘されている 41,66）。そのため、現時点でアスリー

ト育成のゴールドスタンダードとなる国際モデル

はないと思われる。

一方で、オーストラリア国立スポーツ研究所

（Australion Institute of Sport、AIS）から 2013 年

に提唱された FTEM フレームワークは、スポー

ツ全般とアスリート育成を包括的に組み入れた、

国際的に活用されている根拠に基づいたアスリー

ト育成パスウェイの枠組みである 41）。FTEM フ

レームワークは、「活動的な生活習慣」、「スポー

ツへの参加」、「ハイパフォーマンススポーツ（ス

ポーツにおける卓越性の持続的な追求）」という、

スポーツを「する」者の最終的なねらいを 3 つ掲

げている。また、活動的な生活習慣、スポーツへ

の参加、ハイパフォーマンススポーツの連続体を

確立するため、アスリートの育成段階をマクロの

視点から F（Foundation）、T（Talent）、E（Elite）、

M（Mastery）の大きく 4 段階に、ミクロの視点

から漸進的に 10 段階に分けている。

FTEM は、LTAD7）のような非常に正確で規範

的な特徴を持つ「モデル」とは対照的に、年齢区

分や過剰処方（例：LTAD の Training to Compete

の段階ではトレーニングと試合の割合を 50：50

とする）を行わず、より柔軟性と抽象化の可能

性を持っている。その他、FTEM フレームワー

クの特徴の一つは、AIS という政府系機関が学

際的研究の科学知と AIS における TID の取組も

含めた実践知を融合してシステムレベルの観点

から開発していることである。事実、LTAD7）や

DMGT33,34）、ATDE モデル 47,48,49,50）等の国際的な育

成モデルに関連する複雑な要因と要素を FTEM

の前提である多要因多次元（3D-AD）モデル 39）

として整理した上で、20 年間にわたる AIS での

アスリート育成の実践者による知見を組み込んで

FTEM フレームワークを開発している 107）。

2013 年の出版以来、FTEM フレームワークは、

その独創性と有用性が認められ、被引用数を増や

し続けている。一方で FTEM の考え方やアプロー

チについて肯定的でない立場もある 71）が、この

批判は正当に反駁されている 41）。また、日本で

も FTEM が紹介され、その有用性が示唆されて

いる（モデルとして紹介されているが、厳密には

枠組みである）61,105）。いずれにしても FTEM の考

え方やアプローチは、TID のモデルの一つではな

く、アスリート育成の理論と実践の洞察を融合さ

せた、より包括的なスポーツ全般とアスリート育

成の枠組みとして国際的に浸透されつつある。

アスリート育成パスウェイの在り方は、その国

の文化や社会的文脈、世界の動向等により変化

すると考えられ、スイスの Swiss Swimming でも

FTEM フレームワークを積極的に活用した独自の

枠組みを構築している 8）。日本でも今後 FTEM フ

レームワークを活用した独自のアスリート育成パ

スウェイの枠組みを開発することができる可能性

がある。そこで、文献レビューで採択した文献の

中からアスリート育成のベストプラクティスの方

策を提示し、FTEM フレームワークの各段階に合

わせて表 1 に整理をした。また、アスリート育成

パスウェイにおいて上の段階に引き上げるため

の支援をしている育成の主体となる実践者も示し

た。その結果、FTEM フレームワークの各段階に

対応する育成のベストプラクティスとその実践者

の相互参照が可能となった。FTEMの段階の一部、

具体的には E や M に比べて F や T の段階、に焦

点を当てる文献が多いことが分かった（表１）。

また、文献の多くが横断的研究デザインであった。

発掘段階からシニア代表に至るまでの育成におけ

る成功要因を正確に特定するためには、アスリー

ト育成パスウェイに関するより体系的な縦断的研

究が求められている 100）。

FTEM フレームワークが競技現場でアスリート

やスポーツの発展に対していかに有効だったかの

科学的な検証はこれから進められていく段階では

あるが、アスリート育成の実践者は、このフレー

ムワークをもとに整理した研究の知見を参考に、

根拠に基づいた一貫指導やトレーニング計画、支

援内容等を策定することが可能となる。また、ス
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ポーツ関係者も FTEM の各段階における最適な

育成環境の整備や、育成の全体方針及び指導者養

成プログラムの見直し等の検討もできるようにな

る。

Ⅵ．研究の限界

本研究では、国際的検索データベースの

SPORTDiscus を用いてここ 10 年間の英文の文献

の検索範囲を中心に文献レビューを行った。その

ため、特定された研究分野が完全に検索されてい

ない可能性もある。

また、個人レベルでのスポーツタレントは、ダ

イナミックかつ多次元的な性質があり 100）、シス

テムレベルでのアスリート育成パスウェイは、多

くの要因と要素から構成され、さらにそれらの要

因と要素が交互作用を持つ性質がある 41）。その

ため、日本人アスリートのメダルを獲得するまで

のダイナミックで複雑なパフォーマンスの軌跡を

追跡する手法や、スポーツタレントの潜在力を定

量化するための手法等のパスウェイ科学の研究手

法の開発も今後望まれる。

さらに、上述の通り、IOC は、現代のスポーツ

科学の現状とユース年代のアスリートの実情に関

するクリティカルレビューを行い、ユース年代の

あらゆる段階でのスポーツ参加と成功の機会を提

供しながら、健やかでレジリエンス（逆境からの

復元力）のあるユース年代のアスリートを育成す

るための提言を行っている 9）。その IOC 合意声明

の中で、「育成の各段階におけるベストプラクティ

スを活用できる柔軟性があり、実行可能で根拠に

基づいて包括的なアスリート育成の枠組みを適用

すること」が推奨されている。しかし、本研究で

は文献検索の範囲設定もあり、現代における育成

のベストプラクティスを全て反映できていない可

能性もある。一方で、育成の方策は今後の研究を

通して常に更新されていくものである。最終的に

は、最新の研究知見をその国や文化、競技特性等

を考慮して必要に応じてアスリート育成の実践者

が取捨選択できるようすることが望ましい。実際、

カヌーレーシングニュージーランドは、ロンド

ン 2012 大会のメダリスト 49 名の育成パスウェイ

の軌跡に基づいた育成の全体方針を策定している
15）。日本の中央競技団体もメダリスト等個々の実

例を集め、アスリート育成パスウェイの枠組みを

主体的に構築した上で、その都度改善していきな

がら、さらに成功事例・失敗事例の知見を自らが

継続的に積み重ねていくことが求められる。

Ⅶ．結論

文献レビューの結果、アスリート育成の実践者

はアスリート育成に対して TID の概念からより

長期的かつ広範な視点でアスリート育成パスウェ

イの新しい概念を適用できることが明らかになっ

た。この 10 年間でアスリート育成に関わる多様

な国際モデルが提唱されているが、現時点でゴー

ルドスタンダードとなるアスリート育成の国際モ

デルはないということが分かった。また、国際的

に活用されている枠組みである FTEM フレーム

ワークは、学際的な観点からアスリート育成パス

ウェイの一連の過程を包括的に理解するために有

益な枠組みであり、FTEM の各段階に対応する育

成のベストプラクティスとその実践者の相互参照

が可能となった。最終的には、日本においても学

校部活動や企業スポーツが競技スポーツの基盤を

支えてきた背景 32）を踏まえ、日本独自の根拠に

基づいたスポーツ全般とアスリート育成の実践的

な枠組みを新たに確立し、アスリート育成の実践

者が積極的に活用できるようにする必要があると

考える。

註 1）研究により実証された知見

註 2）一人が同時に複数のスポーツを経験する

こと。

註 3）歴年齢ではなく、発育発達に合わせてア

スリートをグループ化する過程。

註 4）スキルの発達に加えてアスリートの能力

を最大限に発揮させるため、質の高い戦略プラン、

コーチング、トレーニング機器、競技大会、技術

的・財政的・スポーツ科学・医学支援を計画する

こと。
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段　階

F（Foundation）の段階：
土台となる遊び・動作・スポーツ

F1（基本的動作の習得と習熟）：
運動遊び、移動・平衡・操作系の
動作を含む幅広い基本的運動形態
を学習又は再学習を通して習得・
習熟する段階。

F2（動作の獲得と洗練）：
基本的動作の洗練化、フィジカル
リテラシーの獲得及びスポーツ習
得の始まりの段階。特に、非構造
化（意図的な遊び）と構造化され
た（年齢別の）スポーツ形式の両
方の経験を通した、多面的なス
ポーツ技能の獲得。

F3（スポーツ及び競技大会への
専念）：
スポーツ技能とフィジカルリテラ
シーの組み合わせの段階。特に、
完全又は代替の形式での練習と競
技大会への専念化及び長いライフ
サイクルを通した活動的な生活習
慣の追求。

ベストプラクティスの方策

基本的動作の習得（Hulteen ら , 
201861）; Novak ら , 201782）; Vandorpe ら , 
2012101））：フィジカルリテラシー（Gib-
linら, 201436）; Higgs, 201051）; Mandigoら, 
200973）; Tremblay & Lloyd, 201096））; 
コーディネーション／調整力 （Pion

ら , 201586）; Vandorpe ら , 2012101））; 
学校体育 （Green, 201237）; Tremblay & 
Lloyd, 201096））

意図的な遊び（Côté & Vierimaa, 
201422））

スポーツへの参加（Côté & Vierimaa, 
201422）; Hardie Murphy ら , 201645）; 
Vandorpe ら , 2012101）; Vierimaa ら , 
2012103））：障がい者のスポーツへの参
加（McLoughlin ら , 201776））

サンプリング註 2）／マルチスポーツ
の推奨（Côté & Vierimaa, 201422）; 
Güllich, 201744））：専門化（Baker ら , 
20096）; LaPrade ら , 201665））

発育発達に即した身体的発達／ト
レーナビリティの最大化（Cobley ら , 
201418）; Ford ら , 201131）; Lloyd ら , 
201667）; Lloyd ら , 201568））： 敏 捷 性

（Lloyd ら , 201369））; パワー（Meylan

ら , 201478））； 持 久 力（Armstrong & 
McNarry, 20165））

社会心理的要因の発達（Burgess 
& Naughton, 201014）; Vierimaa ら , 
2012103））

年齢別ゲーム形式（スモールサイ
ドゲーム等）や道具（Cronin ら , 
201723））の活用
例：FIFA スモールサイドゲーム 91）, 

育成の主体

保護者 9, 22, 41, 65, 67, 86, 

101）

兄弟 14,22,76）

家族 9,29,41,67）

遊び仲間 22,41,67,76）

友人 14,65,67,101）

自分 9,22,67,76,101,108）

教師 14,36,73,96）

コーチ 9,14,29,31,36,40,68,

69,75,76,78,86,101,103）

クラブ 14, 24, 29, 36, 41, 45, 

75, 86）

専門家 18, 23, 36, 41, 66, 68, 

69）
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T（Talent）の段階：
スポーツタレントの顕在化と育成
及び実績

T1 （スポーツタレントの顕在化）：
公式な（妥当性、信頼性のある発
掘手法を用いた科学的分析）又は
非公式（コーチやスカウトの眼）
の方法を用いて、ハイパフォーマ
ンススポーツでのアスリートの将
来の潜在力（ポテンシャル）を見
出す段階。

T2 （スポーツタレントの検証）：
見出されたアスリートの競技専門
的（技術的・戦術的）能力、心理
的スキル（コーチングを受ける能
力「コーチャビリティ」を含む）、
個人の卓越性、頑健性、生理学的
特性等を見極めるための公式な検
証期間（例：複数回の合宿）を設
定する段階。 

T3（練習と到達）:
アスリートがハイパフォーマンス
スポーツでのより良い実績を残す
ため、継続的な練習と投資を行い、
高いトレーニング量と適切な競技
大会への参加に専念する段階。こ
の段階では、ドロップアウトや実
績不足を減らし、シニア代表レベ

ITF プレイ & ステイ 92）：バイオ・バ
ンディング註 3）（Cumming ら , 201724）; 
Mann＆van Ginneken , 201775））

アスリート育成のモデル、枠組み、指
針（Bergeron ら , 20159）; Côté & Vier-
imaa, 201422）; Ford ら , 201131）; Gulbin

ら , 201340）; Lloyd & Oliver, 201266）; 
Weissensteiner, 2017108））：障がい者の
身体活動の指針（Evans ら、201829））

タレント発掘の手法（Bergkamp ら , 
201810）; Bullock ら , 200913）; Johnston ら , 
201862）; Phillips ら , 201085）; Vaeyens ら , 
200999）; Vaeyens ら , 2008100）; Weissen-
steiner, 2017107））：コーチの眼（Cumming

ら , 201724）; Lund & Söderström, 201770）; 
Mann＆van Ginneken , 201775））；遺伝と
環境（Breitbach ら , 201412）; Webborn ら , 
2015106））；出生地・出身地効果（Turnnidge

ら , 201497））；相対年齢効果（Cobley

ら , 200917）；Cumming ら , 201724）；
Mann＆van Ginneken, 201775）; Smith ら , 
201890）; Turnnidge ら , 201497））；パラア
スリートの発掘（Houlihan, & Chapman, 
201757））：クラス分けの制度（Tweedy 
& Vanlandewijck, 201198））

意図的な練習（Ericsson ら , 199328））：
目標設定（ベンチマーキング）（Hirose 
& Seki, 201652）; Mikulic, 201179））

意図的な計画註 4）（Bullock ら , 200914））
 
タレントの種目転向（最適化）（Mac-
Namara & Collins, 201571））：ファスト
トラック（短期育成）による躍進（ブ
レークスルー）

（Bullock ら , 200913））

コーチャビリティ（コーチングを受け
る能力）（Giacobbi ら , 200235）; Thee-

TID 専門家 10, 3, 62, 85, 

99, 100, 107）

競技団体 57,90）

家族 18,20,55,97）

クラブ 24,75）

学校 25）

自分 28,52,79）

アスリート 12,57,106）

コーチ 13,24,35,70,75,114）

スポーツ統括団体
13,57,71）

関係団体 83）
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ルまでの移行を引き上げるため、
全面的な支援が必要不可欠。

T4（躍進と称賛）：
アスリートが実績を残し、突破口
を開いたことで努力が報われる段
階。シニア代表への選考、スポー
ツ推薦合格等の結果、中央競技団
体による育成・強化活動や支援が
大幅に拡大。

E（Elite）の段階：
シニア代表への選出と成功

E1（シニア代表への選出）：
シニアの国際競技大会又はプロス
ポーツでの代表選考を通してシニ
ア代表に選出される段階。

E2（シニア代表での成功）：
世界選手権、オリンピック、パラ
リンピック競技大会等でメダルを
獲得した実績、プロリーグでの名
誉を得る段階。

M（Mastery）の段階：
シニア代表での持続的な成功

M1（シニア代表での複数サイク
ルに渡る持続的な成功）:
世界最高峰の国際競技大会又はプ
ロスポーツ大会で、複数サイクル
に渡って持続的な成功を収める段
階。

アスリート27, 42, 43, 44, 

94）

コーチ 3,19,38,47,48,49,50,

53,76,77,79,81,89）

中央競技団体 4, 53, 59, 

87）

スポーツ統括団体
59,87）

アスリート
46,53,56,87）

コーチ 46,53,56,87）

中央競技団体 46, 53, 

87）

スポーツ統括団体
46,87）

boomら, 2014 93）：成長志向、「タレント」
ラベルづけの影響（Dweck, 200925））

家庭の支援（Cobley ら , 200918）; 
Hopwood ら , 201555）; Turnnidge ら , 
201497））

関係団体との連携（Pankhurst ら， 
201383））

育成パスウェイの軌跡（Elferink-Gem-
ser ら , 201127）; Gulbin ら , 201042）; 
Gulbin ら , 201343）; Güllich, 201744） ; 
Toohey ら , 201894））

世界基準の育成環境（Collins ら , 
201619）; Henriksen ら , 201447）; Henrik-
sen ら , 201048）; Henriksen ら , 201049）; 
Henriksen ら , 201150）; Hodge ら , 
201453）; Sotiriadou & Shilbury, 200989））

強化活動（Hodge ら , 201453）; Huxley

ら , 201759）; Rees ら , 201687））：ピー
ク年齢（Allen & Hopkins, 20153））；国
際競技大会への出場と成功（Allen ら , 
20154））；スポーツ生理学に基づいたト
レーニング（Hopkins, 201554）; Mikulic, 
201179）; Trappe ら , 201595）; Wagner, 
2015104））；パラアスリートのトレーニ
ング（Menaspà ら , 201277）; Mujika ら , 
201581））

社会心理的特性（Hardy ら , 201746））：
メ ン タ ル タ フ ネ ス（Gucciardi ら，
201738））；パラアスリートの心理的特
徴（McLoughlin ら , 201776））

世界チャンピオンの身体的、生理学
的、心理学的、医学的特徴（Hardy ら , 
201746）; Hodge ら , 201453）；Horrocks ら , 
201656）；Rees ら , 201687））
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